
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 不登校の理解 

不登校は問題行動か 

Ⅱ 不登校対策の基本  

子どもに「寄り添う」 

Ⅲ 未然防止   

誰もが和らぐ学校づくり 

Ⅳ 早期発見・早期対応 

「１日目電話！２日目手紙！３日目家庭訪問！」 

平成 31 年３月 

神奈川県教育委員会 

不登校対策の基本と支援のポイント 

～不登校に悩む子どもや保護者への温かな支援～ 

小・中学校の教職員の皆さんへ 

Ⅴ 継続的な支援 

「大丈夫！」安心のタネをまく 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校は、 

 

●取り巻く環境によっては、どの児童・生徒にも起こり得ること 
 

●多様な要因・背景により、結果として不登校状態になっているということ 
 

●その行為を「問題行動」として判断してはならないこと 
 

●「不登校児童・生徒が悪い」という根強い偏見を払拭すること 
 

小・中学校学習指導要領解説 総則編より 

不登校は「甘え」や「怠け」でも 

「弱いから」でもありません。 

➤周りの何気ない一言や素振りが、不登校への

「偏見」につながってはいませんか。 

 

➤教育相談コーディネーターやスクールカウン

セラー、教育支援センター(適応指導教室)やフ

リースクール等の方などを講師に、教職員みん

なで不登校を考える機会を持ちましょう。 

不登校状態にある子どもの多くは、「なぜ登校できないか自分でもわからない」「行かなき

ゃいけないと頭では思うけど、体が動かない」状況にあり、心の中では、「先が見えない」

「きっと自分はダメなんだろう」といった、不安や苦しさ、引け目、恥ずかしさ、焦り、罪

悪感などの様々な気持ちが渦巻いています。 

その保護者も同様に、子どもが登校できなくなったショックや焦り、また、「自分が悪い

のでは」といった自責の念など、様々な思いにかられています。 

Ⅰ 不登校の理解  不登校は問題行動か 

１ 全ての教職員で、不登校への理解を深めましょう。 

２ 不登校の子どもの視点に立って、その気持ちを想像してみましょう。 

教職員の皆さんへ          認定ＮＰＯ法人 フリースクールたまりば 理事長 西野 博之 

不登校の子どもと関わって 33 年。子どもたちから学んだことは、学校に行けない理由は自分でもわからないことが

多いということ。原因探しに固執せずに、今の子どもの状態をそのまま受けとめて、脅しのような叱咤激励ではなく、

「大丈夫の種」をまきましょう。からだに反応が出ているときは、からだの声を聴くしかない。腹痛やチックなどの症

状が子どもにあらわれたら、SOS のシグナル。そんな時は休むしかないのです。不登校は誰にでも起こりうる。ダメじ

ゃない。周りのおとなたちの肯定的なまなざしに囲まれて、心身ともに充電できたら、何も言わなくても子どもたちは

自分の足で歩き始めます。            （神奈川県学校・フリースクール等連携協議会 平成 30 年度企画委員） 




